
人権推進課
（740）1150消費生活センターだより 生きる消費生活センター

（740）1167

　子どもをめぐる人権問題として、今大きく取り上げられて
いる問題の１つが、学校の中のいじめです。確かに、それは
大事な問題です。ただ、このいじめが心理学的にどのような
現象であるかが、十分に理解されていないのではないかと思
えてなりません。
　５年前に制定された「いじめ防止対策推進法」でも、いじ
めをできるだけ早期に発見し、加害者の子どもを指導し、適
切な処遇を施すよう決められましたが、そのいじめがそもそ
もどういうものかについて、本質的な議論がなされていたよ
うに思えません。
　いじめの典型は、一対多の関係で起こります。いじめられ
る「一」は「多」から締め出され、「多」の側は「一」のお
かしなところを取り出して、それを材料にして笑い合うこと
で互いの共同性を確認し合います。一方の「一」は、「多」
が見せつける共同性ににじり寄ろうとしてもはねつけられ、
ひたすら笑いの材料として扱われてしまう。あるいは反発し
て反撃しようとしても、その反撃はむなしく、再びそのむな
しい反撃の姿を笑われてしまう。そういう中で「一」の側は
孤立し、その孤独性を徹底的に突きつけられてしまうのです。
　人はその身体において、どうしようもなく１人であり、孤
独な存在でありながら、他方で、どうしようもなく共同的な
存在だという話を、これまで繰り返してきましたが、いじめ
はまさにその両義性の故に起こってしまう不幸な現象なので
す。そのことを正確に押さえておかない限り、いじめを克服
することはできません。
（前川西市子どもの人権オンブズパーソン　浜田寿美男）

いじめは人の両義性が引き起こす不幸な現象
そのことを押さえた上で本質的な議論を

いじめの共同性

事例１　外出中に自宅の鍵を無くした。電話帳で「安心価格
見積無料」の広告があった鍵開け業者に電話をすると「実際
に鍵を見ないと金額は分からない」と言われた。来てもらう
と「鍵の交換は出張費を含めて４万円」と言われ、高いと思っ
たが仕方なく払った。後日、別の業者に問い合わせると「そ
の鍵なら２万円で交換できますよ」と言われた。高額で問題
だと思う。（50 歳代　女性）
事例２　車の鍵を車内に忘れロックしてしまった。スマート
フォンで鍵開け業者を検索し、車種名を伝えて料金を聞いた
が「行ってみないと分からない」と言われた。ホームページ
に「鍵開け 5,000 円から」とあったので、高くても１万円く
らいと思っていた。作業員に「鍵が特殊なので５万円」と言
われ「広告との差が大き過ぎる」と言うと「どこでもこんな
ものだ」と言われた。作業員が工具で作業をしたが開かず、
ドアの隙間に板を挟んで力ずくでロックを解除した。５万円
は特殊な技術を使った料金ではないかと抗議し３万円になっ
たが、高額過ぎる。いくらか返金してほしい（30 歳代　男性）

　「鍵を紛失して家に入れない」「鍵が開かない」などの緊急
事態は、誰でも慌てて契約してしまいがちです。広告と違い、
高額な請求をされたといった相談が寄せられています。依頼
する際は作業内容と料金（鍵の代金や技術料、出張費など）
をよく確認しましょう。作業前に再度、料金の確認をしてく
ださい。作業時は、家族や周りの人に立ち会ってもらいましょ
う。緊急時に備えて、日頃から事業者を把握しておくことも
大切です。

電話帳やネット広告の表示料金とは違う
高額な請求に注意！

鍵の出張修理サービス

人権啓発シリーズ

食と育つ

レシピ　市立保育所・こども園給食部会

●材料　４人分
鶏もも肉　
トウガン
エノキタケ
ニンジン
青ネギ
片栗粉
【調味料】
かつおだし（800cc）、薄口しょうゆ（大さじ１）、塩（少々）

熱量（おとな１人分）：100㌔㌍、塩分：1.4㌘
●作り方
➊鶏もも肉は一口大に切る。トウガンは皮とワタを取り、２
㌢角に切る。エノキタケは１㌢程度に切り、ニンジンはいちょ
う切り、青ネギは小口切りにする。
➋かつおだしに鶏もも肉、トウガン、エノキタケ、ニンジン
を入れ、あくを取りながら軟らかく煮る。
➌薄口しょうゆ、塩で味を調え、青ネギを加えて少し火にか
ける。水溶き片栗粉でとろみをつけて仕上げる。

子どもにも大人気　夏の給食定番スープ
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保健センター
（758）4721

おとなも子どもも
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Place for 
     Children地域や人のつながりで
子どもの居場所を提供

学びと成長につながる場
放課後子ども教室

参画と協働の芽 参画協働課
（740）1600

120㌘
320㌘
小１袋

中１／２本
１／２本

小さじ１弱

緑台小学校放課後子ども教室　運営委員　高木美紀子さん
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